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1　は　じ　め　に

水稲育苗の低コスト化を図るための乳苗育苗は，従来，

床土に自然土を用いた場合．移植時の苗マットが弱く，田

植機による移植精度が低下するため実用化が困難であった。

近年開発されたロックウールマットはマットそのものにあ

る程度の強度があり．短期間の育苗でも甫マットが崩壊し

ないため移植可能である。この育苗法としては，稚苗と同

様に，播種・出芽・緑化・硬化を経過して7～8日間を目

標に育苗する方法で，一定の試験の成果を踏まえ実用段階

に入っている。そこで，ロックウールマットの持つマット

強度を利用して，更に短期間での育苗を目的に試験を行っ

た。

2　試　験　方　法

（1）試験区

試 験 草 の 育 苗 培　 地 （床 土 ） 覆　 土 基 肥 施 用 量 （g ／ 箱 ） 継
播 種 期

（月 日）

区 Nn 種 頬 日 数 種　 類 ・ 厚 種 類 ・量 施 用 ・N　　　 P　　　 K （乾籾換算）

（皿 ） （ゼ／箱） （g ／箱）

ヰ 乳 首 4 ロ ッ ク ウ ー ル マ ッ ト　 18 人 工 培 土　 1．2 覆 土　 1．0　 1．0　 1．0 2 0 0 5 ・1 1

② 乳 苗 8 ロ ッ ク ウ ー ル マ ッ ト　 18 人 工 培 土　 1．2 覆 土　 1．0　 1．0　 1．0 20 0 5 ・ 7

せ 椎 苗 2 0 畑　　　 土　　　　　 2 0 畑　　 土　 1．0 床 土　　 2 ．0　　 2 ．4　　 1．7 18 0 4 ・2 7

注．②：対照区　③：参考区

（2）品樺：あきたこまち

（3）出芽方法：育苗器を用い32℃で2日間積重ね加温

（4）出芽後の育苗：①は育苗器で棚差しにより1．5日間

32℃の電熱で加温し，その後電源を切り0．5日間経過，3

－4日日は育苗器の外前カバーを開放。緑化は②③ともハ

ウス内で2日間シルバーポリ被覆，その後，硬化した。②

は緑化・硬化期間ともハウスを密閉し高温に保った。④は

慣行どおりに緑化・硬化を行った。

（5）移植期：5月15日

（6）田植機：乗用高速5条植（PE500）

（7）栽植密度：24．2株／ポ

（87　本田施肥量：基肥NPK各0．7kg／a，穂肥NO．4，

KO．7kg／a

（9）除草剤：ジメピペレト・ペスルフロンメチル拉軸）．3

短／aを移植後10日に施用

表1苗の生育並びに移植精度

伽）水管理：慣行による。

3　結果及び考察

出芽は，出芽器を用い穏重ねで行った結果，各区とも芽

が揃い根上がりもなく，良好であった。

移植時の生育は，ロックウールマットを用いて4日間で

育苗した乳首（以下．短期乳苗と仮称する）は，本葉第1

葉の薫鞘と未展開の葉身のみが伸長し，やや緑色を帯びた

黄色針状の苗で，8日間で育苗した乳苗（以下，乳苗とい

う）や稚苗より地上部乾物重は小であるが，種籾重は大で

あった。この時期の種籾垂が大であることは，胚乳の残存

量が多いことで，活着には有利とみられ，生育量（彙齢×

草丈×茎数）の移植時に対する移植後20日の生長比からも

判断される。

試験

区 No．

出　　 芽　　 時 移　　　 植　　　 時 移 植 精 度

芽 の 根 上 出芽
第 1

葉 鞘 長
草　 丈 菓　 齢

乾 物 垂 （100 個 体） 平均 1 株

植付 苗 数
欠 株 率

地 上 部 種　 籾
長 さ が り 揃 い

（皿 ） （cm ） （g ） （g ） （本 ） （％）

① 並 な し 良好 2 ．9 6 ．0 1．0 0 ．38 8 1．4 9 0 4 ．0 3 ．6

（診 並 な し 良好 3 ．0 6 ．0 1．4 0 ．5 54 1．17 4 5 ．7 3 ．6

③ 並 な し 良好 4 ．7 14 ．2 2．1 1．4 98 0 ．6 78 4 ．2 2 ．7
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図1生育亀（葉齢×草丈×茎数）の移植期に

対する移植後20日の生長比

表2本田生育状況

移植は．1株4本を目標に行い，短期乳宙はほぼそれに

近い1株本数となった。また，乳苗と同様に苗取り板を使

用することにより田植機に容易に載せることができ，甫継

ぎも問題なかった。欠株率は乳苗，稚苗と同様に少なく，

植付け姿勢も良好で，全体的に移植精度は良好であった。

使用した田植機が爪や苗押さえ金等乳首付属部分を装備し

ていたため，草丈6cmの短期乳首や乳首でも移植精度が良

好であったものとみられる。古い型の田植機の場合では，

さらに若干の草丈伸長が必要と考えられる。

移植直後は．湛水により短期乳首ほ乳苗と同様に草丈が

短いために殆ど水没したが，3日後には水面上に葉先が現

れた。分げっ期の生育は，短期乳首は乳首より彙齢，草丈

茎数ともやや少なめに経過したが，移植後60日の茎数は，

lld当たり500本を超え．穂数確保に十分な茎数となった。

止彙彙数は乳苗とはば同様で，稚苗より約1葉少なくなっ

た。

試 験

区 N o ．

移 植 後 2 0 円 （6 ／ 4 ） 移 植 後 4 0 日 （6 ／ 2 4 ） 移 植 後 6 0 日 （7 ／ 1 4 ）
止 糞

彙 数

移 植 期 ～

出 穂 期 の

積 算 気 温
草　 丈

l rd 当 た

り 茎 数
菓　 齢 草　 丈

1 汀f 当 た

り 茎 数
糞　 齢 草　 丈

1 汀 ぎ当 た

り 茎 数
糞　 齢

（cm ） （本 ） （cm ） （本 ） （c m ） （本 ） （葉 ） （dc ）

① 1 4 ．1 9 9 3 ．7 2 5 ．6 3 7 5 7 ．4 4 8 ．4 5 6 4 1 0 ．0 1 2 ．1 1 7 0 9 ．9

② 1 3 ．7 1 4 3 3 ．9 2 5 ．4 4 3 3 7 ．6 4 7 ．5 5 8 3 1 0 ．3 1 2 ．2 1 7 0 9 ．9

③ 1 7 ．2 1 0 4 4 ．9 3 1 ．0 4 2 7 8 ．5 5 4 ，7 6 2 8 1 1 ．3 1 3 ．0 1 6 1 4 ．7

表3　出穂状況、蛙びに成熟期

試 験 出 穂 始 出 穂 期 穂 揃 期 成 熟 期
登 熟 積

算 気 温
区 No．

（月 日 ） （月 しけ （月 日） （月 日） （℃ ）

① 8 ．6 8 ．10 8 ．12 9．2 8 10 2 1．6

十 8 ．6 8 ．10 8 ．12 9．2 8 10 2 1．6

③ 8 ．2 8 ．6 8．8 9．2 2 10 2 2．0

表4　成熟期の生育・収量構成要素並びに収量

出穂期は．短期乳宙は乳首と同様で稚苗より4日遅れた。

成熟期もほぼ同様の傾向で，稚苗より6日遅れた。

収穫期の生育は．梓良が短期乳苗は乳首とはば同様であっ

たが稚苗よりはやや短く，穂長，1nf当たり棟数はほぼ同

様であった。収量構成要素では．籾数．玄米拉致／全籾致，

玄米千校垂は，各区とも大差がなく，玄米収量もはば同等

になった。玄米品質の一一形質である青米歩合やその他の着

色米歩合は各区とも小さく，短期乳苗は乳苗，稚苗と同様

に品質は良好であった。

試験 区 恥
梓　 長 穂　 長

1 ㌦当 た 平 均 1 穂 l nf当 た
不稔 歩 合

玄米 校 数 玄　 米 1 Ⅰば当 た
青 米 歩 合

着　 色

り　棟 数 総 籾 数 り総 籾 数 総 籾 数 千 拉 垂 り玄 米 重 米 歩合

（皿 ） （cm ） （本） （粒 ） （拉 ） （％ ） （％ ） （g ） （g ） （％） （％）

① 73 ．8 18 ．8 50 1 6 6．4 332 6 6 2 ．1 83 ．0 22 ．1 6 10 1．7 1．0

サ 73 ．4 18 ．6 50 1 9 7．5 338 18 1．8 80 ．0 22 ．4 606 0 ．6 0 ．9

③ 76 ．5 18 ．6 494 6 5．1 32 15 9 2 ．3 84 ．5 22 ．2 603 2 ．5 0 ．8

した田植機で移植することにより移植精度が良好で．胚乳

4　ま　と　め　　　　　　　　　　　の残存量が大きいため活着も良好である。当地方の1992年

ロックウールマットを用いた短期乳首は，育苗器内で積　　の気象条件では，分げっ期の生育は順調で，出穂期や成熟

重ねから棚差しの作業は必要であるが，ハウスやトンネル　期は稚苗より遅れたものの，収量・品質は乳首や稚苗並に

での緑化・硬化が不要で移植できる。乳首用付属品を装備　　なった。
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